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母子入園中の乳幼児期の障害児の母子相互作用を促進する看護援助
- 実践者と研究者の協働による困難事例 に対する取り組み -
荒 木 暁 子 (千葉大学看護学部)
片 山 ゆかり(千葉県千葉リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー )
本研究 の 目的 は, 乳幼児期 の 障害児 の母子相 互作用を促進す る た め に , 臨床に お け る実践者で ある ス タ ッ フ 看護師 と研究
者の協働 に よ る看護援助を行 い , その 効果を検討す る こ とで あ る｡
研究対象者 は, 肢体不自由児施設 の 早期療育 プ ロ グ ラ ム の ひ と つ で ある 母子入園 プ ロ グ ラ ム に入園中の 中枢性機能障害 の
あ る障害児とそ の 母親 5組 であり, 母親が児 の 日常生活 の 世話 に困難を抱い て い る , あ る い は, 母子相 互作用がうまく い っ
て い ない と見受け られ る, 通常 の 母子入園に お け る看護 に よ っ て改善が 認められない 事例 であ る｡ 研究者 は 対象の 食事場
面 の ビ デ オ に よ り母子相互作用をア セ ス メ ン ト し, そ の 特徴 に 関す る情報 と母子相互作用を促進する上 で の 援助指針を提供
し, あ る い は, 直接 ビ デ オ を用 い た援助を行 い , ス タ ッ フ看護師はそれ らをも と に看護計画を修正 し日常の看護場面で実践
した｡
その 結果 , 母子相 互作用 が不良であ っ た 2例 は母子相互作用 が促進され , 全事例 より母親 の 援助 に対す る満足も表出され
た｡ ス タ ッ フ 看護師は研究者の関わり に よ る母親 へ の 肯定的な影響を認識 し, 母親 に対す る自らの理解を修正でき る よう に
な っ た と述 べ た ｡ これ らの こ とか ら, こ の 実践 は通常 の看護援助 に お い て 効果が見 られ ない 事例 に対して , 研究者が 母子相
互作用 の 理論的枠組 みを用い て ア セ ス メ ン ト し, 援助指針を立 て , それ を実践者 と研究者 が協働して実施 し効果を見出 して
きた プ ロ セ ス と して , 実践 者, 研 究者 の み の 単独の援助 より困難事例の 解決に有効であり, 臨床の 看護 の 質を高め るも の で
ある と考える ｡
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I . はじめに
障害児, 特に中枢性の 障害の ある小児は環境との相互
作用能力に限界があり, 機能障害や知的障害により合図
が不明瞭であるか少なく, ケ ア提供者 へ の反応性も乏し
い か歪ん で い る こ とが多い 1)｡ こ の た め , 障害児を育て
る家族, 主に母親は, 通常子 どもの合図を理解するため
に感受性が促進され , 子 どもと の相互作用がうまく い く
ように適応 して いく こ とを要求される ｡ しか し, 障薯児
の子育て にお い て も, 現代 の子育て世代母親の 特徴とも
言える子 どもとうまく関われない , 育児困難を抱く母親
を多く見受ける ｡ よ っ て , 障害児看護にお い て も家艶
特に子 どもの ケアを主に担う母親 へ の 育児指導は重要な
位置づけとな っ てきて い る ｡ い く つ か の肢体不自由児施
設で は , 乳幼児期の 子どもと母親を対象に母子入園と い
う入所型の 集中訓練プ ロ グラ ム を提供 し, 看 割市は子 ど
もと母親の も っ とも身近な存在と し て , 日常生活場面に
おける育児や医療的ケ アを提供し, 母親 へ の指導を行 っ
て い る｡
対象者自身の食事場面の ビデ オテ ー プを用 い た母子
相互作用を促進する援助の効果はすでに確認されて い る
が
2)
, 今回 これを臨床の現場 にお い て適用するため に臨
床の ス タ ッ フ看護師との協働に取り組んだ ｡
本研究の 目的は, 乳幼児期の 障害児の 母子相互作用を
促進するため に, 臨床における実践者であるス タ ッ フ看
護師と研究者の協働における看護援助を行い , そ の効果
を検討するこ とである｡
Ⅱ . 研究方法
1 . 援助の対象者
A肢体不自由児施設の 母子入園に入園中の 中枢性の機
能障害の ある障害児とその 母親お よび ス タ ッ フ 看護師
で ある ｡ 障害児とそ の 母親のうち, 対象者の 入園前の 情
戟 , ある い は入園中の 母子の様子から, 母子入園ス タ ッ
フ がみて母親が食事場面を中心と した日常生活の世話に
困難感を抱 い て い たり, 母子相互作用がうまく い っ て い
な い と見受けられ る事例である ｡ 上記対象者となりそう
な事例に つ い て , ス タ ッ フ看護師から研究者に コ ン サ ル
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チ - シ ョ ン があり, 口頭で助言するのみ で ス タ ッ フ看護
師が解決で きた事例を除き, 特に(∋母親が児 へ の かかわ
り方を分からずに不適切な世話をして い る, ②母親の食
事場面を中心と した児の世話に関する困難感や不安があ
り, 通常 の母子入園中の看護によ っ て改善が図れない事
例を本研究の対象者とする ｡
2. 研究期間
2002年1月から2003年7月
3. 研究内容および手順
1) 母子相互作用の ア セ ス メ ン ト
まず, 食事場面をビデ オ撮影し, 研究者が ビデオから
母子の行動をアセ ス メ ン トする ｡ ア セ ス メ ン トには母子
相互作用の 測定用具で ある Nursing Child Satellite Tr ain -
ingFe edingSc ale (以下 , N C AST とする) の ス コ ア, 児
の 異常姿勢や反射などの 問題となる行動とそれ に対する
母親の 対応の パ タ ー ン などを含む ｡
2) 援助方法
援助方法の枠組みを図1 に示す｡ 対象 へ の 援助は 二 つ
の 方法で行う｡ 研究者から全対象者の 母子相互作用の 特
徴 に関する報告と援助指針を提案 し, 一 つ 目の 援助方法
と して , ス タ ッ フ看護師は研究者か らの 報告を看護計画
に組み入れ 日 々 の 関わりの 中で , 母子の 状況に即した モ
デリ ン グや児の代弁, 母親 へ の 共感や指示などの 母子相
互作用を促進する援助を実践する ｡ 研究者か らの 情報は
ス タ ッ フ看護師を通 して , 母子入園の 多職種間で共有す
る ｡
二 つ 目 の 援助方法と して, 対象者のうち母親に児の 合
図の 読み取りや理解の不足があり, そ の結果児の ぐずり
を誘発 したり不適切な世話をして い る事例に つ い て は,
今まで の研究成果より意図的に抽出した児の合図を示す
場面を用 い て 援助し, 母親が ビデオを客観的にみる こと
で 母親自身の気 づきが促され , 母子相互作用の促進に有
効であると確認されて い る2) た め, 研究者が病棟 にて
ビデオを用い た直接の 援助を行う｡ 対象者自身の食事場
面の ビデオを用 い て 母親の よ い 関わりの場面および児の
合図を示す場面を母親と 一 緒 に視聴し, 母親 の よ い 関わ
りの意味づ けを行 い , やりとりをしなが ら児の合図の読
み取りをすり合わせ , 母親が気 づ い て い な い児 の合図 へ
の気 づきを促す援助を行う ｡ そ の 結果に つ い て報告書を
作成し, 母子入園ス タ ッ フ に渡す｡
N C A S T は, Bar n ard, K. E. ら が開発 した母子相互作用
の 観察による測定用具で 3), 食事場面を観察するFe ed-
ingScaleは 0歳児 に対 して用 い られ るが , ケ ー ス ス タ
デ ィ と し て 生 活年齢が 1歳以上 で あ っ ても発達年齢が
1歳未満の児に用 い られ る こ ともある｡ ス コ アリ ン グ に
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際してはトレ ー ニ ン グを受け, r eliabilitァ testを パ ス し使
用の 許可を得る必要がある｡ 筆者は2回ト レ ー ニ ン グお
よびテ ス トを受けたが , 使用許可され て い る6 か月間を
過ぎたため , 今 回は筆者による複数回の ス コ ア リ ン グを
行 い , す べ て の ス コ ア リ ン グにお い て93- 97 %の評定者
内 - 敦率を確認し, 信頼性 ･ 妥当性 (interr ater r eliability)
の確保 に努めた ｡
3) 評価および分析方法
対象母子の 援助後の 行動 の 変化に つ い て は, 再度 の
ビデオ撮影か , ス タ ッ フ看護師による食事場面を中心と
した日常生活場面の 観察および N C A STス コ ア で把握す
る ｡ 母親 の 認識に つ い て は, 看護師お よび研究者からの
援助時や援助終了後の 母親の 言動や食事状況, 援助 へ の
感想や意見を看護記録より抜粋し, 報告書の 内容とあわ
せ て , 事例 ごと に フ ィ ー ル ド ノ ー トに記述する｡ こ れ ら
の デ ー タ か ら , 援助前後で 母子の 行動お よび認識の変化
を比較する ｡
協働による援助の 評価の 一 部と して , 経過の 中で感じ
た こ とを母子入園ス タ ッ フ看護師に自由記載により記述
して もらう ｡
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図1 援助方法の枠組み
4 . 対象者 へ の倫理的配慮
対象母子に は, 前も っ て 母子入園ス タ ッ フ 看護師よ
り研究に つ い て説明し, 口頭 により研究参加の 承諾を得
る｡ 研究に つ い て , ビデ オ撮影を行うこと , 自由参加で
ある こ と, 匿名性の保障, 中断の 自由がある こと , 参加
を拒否 したり中断して も不利益がな い こ となどを説明す
る｡
評価 の ため の 自由記載調査 の対象となる看護師には,
匿名性の保障や参加の自申に つ い て説明し, 参加の承諾
があ っ た場合に自由記載を依頼する ｡
5. 研究の場
こ こで い う母子入園と は, 障害児療育の 一 環 と し て ,
肢体不自由児施設で 行われ て い る入所型の 集中訓練プ
ロ グラ ム の こ と で ある ｡ 小児神経科医を中心と した多職
種チ ー ム に よる包括的なア プ ロ ー チ であり, 児 の状態に
よ っ て適切な訓練メ ン バ ー や ス タ ッ フ が関わる ｡ 今 回 の
研究の場とな っ た フ ィ ー ル ド で は, 1 な い し2 か月間の
入所によるプロ グ ラ ム で , 5 か ら7組の母子が同時に入
所 して い る ｡
Ill. 結 果
1 . 対象者の概要
2002年 1月 か ら2003年5月まで に, ス タ ッ フ看護師
と研究者が協働で 関わ っ た の は 5事例であ っ た ｡ 対象
児は入園時11 か月か ら1歳10 か月の脳性まひ , 超低出生
体重による後遺障害, 滑脳症, 先天性筋緊張性ジス ト ロ
フ ィ ー な どの 先天性中枢神経障害の ある児であ っ た ｡ 母
親は22歳か ら29歳の , い ずれも結婚 して い る専業主婦で
あ っ た ｡ 対象者の うち, 母子相互作用がうまくい っ て い
ない と見受けられ た事例は, ス タ ッ フ看護師によ るア セ
ス メ ン トが困難であ っ たり , 通常 の母子入園における看
護によ っ て 改善が認められない と認識され て い た ｡
2 . 対象母子の母子相互作用の変化
研究者が直接ビデオを用 い た援助を行 っ た の は5例中
4例 (ケ ー ス 1 , 3, 4, 5) で あ っ た｡ 援助前と援助後
に ビデ オ撮影 し, N CAST ス コ アリ ングがで きた 4事例
(ケ ー ス 1 , 2 , 3 , 5) の ス コ ア の変化 に つ い て 表 に示
す ｡ ケ ー ス 1 と3は援助前の N C A STス コ ア が障害児平
均ス コ ア の - 1 S D以下と低値を示 して い たが , 援劫後
障害児の平均的ス コ アまで増加 し, 母子相互作用が促進
された ことが示され た｡
3. 援助前の N C A S Tス コ アが低く , 援助後増加 した2
事例
ケ ー ス 1 は, 脳性まひ, 疫直性四肢麻痔の11 か月男児
であ っ た｡ 母親より食事中の児の 反り返りが強く食 べ さ
せ にく い と い う訴えがあり, 母親 の 食事中の 言葉かけの
声も小さく , お となし い か かわりで あ っ た ｡ 療育日誌に
｢食 べ た い の に食 べ られな い の か , 食 べ たくな い の かわ
か らな い｣ と記載があり, ぐずりがひ どくなると児を床
にお い て しまうなどの対応が見られた ｡ ス タ ッ フ看護師
は母親が児の サイ ンをキ ャ ッ チ して対応する こ とが で き
ずに戸惑 っ て い る状態であると評価 し, 研究者に相談 し
た｡ 研究者は , 食事場面の ビデオより , 児 の 合図や反応
性は明確であるが , 食事開始直後の ぐずりは児の食 べ る
意欲が高ま っ て い る の に, な かなか思うように食 べ 物が
口に入 っ て こ な い こ とによるもの とア セ ス メ ン ト し報告
した ｡ ス タ ッ フ看護師は研究者の報告を受け, 看護上 の
問題点を ｢ 母親が児の食 べ る意欲や ぐずりの原因に気 づ
かずに食事介助を行 っ て い る｣ と し, 看護目標を ｢ 食事
場面を通し, 母親が児とアイ コ ン タク トをとりながら コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が とれる｣ と看護計画を修正 し, 具体
策と して日常生活場面にお い て ｢児が食 べ る意欲を示す
合図が見られた ら, メ ニ ュ ー を説明し, 児 に どう した い
かを聞く｣, ｢アイ コ ン タク トをしなが ら声か けするよう
母親 に促す｣, ｢ス タ ッ フ看護師が気 づ い た児の合図や反
応 , 母親の よ い関わりを認め伝える｣ などの援助を行 っ
た ｡ こ の 事例で は, まず ス タ ッ フ看護師から日常生活場
面で母親に援助を行い , 研究者か らは, ス タ ッ フ看護師
の 看護計画に沿 っ て ビデオを用 い た援助を行 っ た ｡ 具体
的に食事場面の ビデオか ら, 上記具体策にあげた場面を
編集 し, 母親に客観的に見て もら っ た と こ ろ , 母親は指
導内容をス ム ー ズ に受け入れ , すぐに実行 した ｡
そ の結果, 母親 は児と の アイ コ ン タクトを意識するよ
うになり , 食事中の児の 要求を察 し, 適切に対応できる
表 対象母子の N C A STス コ ア の 変化
項目数 ケ ー ス 1 ケ ー ス 2 ケ ー ス 3 ケ
ー ス 5 健康児平均
(S D)
障害児平均
(S D)援助前 援劫後 援助前 援劫後 援助蘭 援劫後 援助蘭 援劫後
母 親 の 側 面 合 計 50 38 39 45 40 41 4 3 42.0(1.87) 41.2 (2.8 2)
合 図 - の 敏 感 さ 16 13 14 1 3 13 15 12 1 4 12.1(1.04) 13.0 (1.22)
ぐ ず り - の 対 応 ll 9 1 0 10 7 9 9 9 9.6(0.89) 9.7 (1.01)
社会情緒的発達促進 14 ll 13 ''"% 1 2 1 2 12.3(0.85) ll.9 (1.04)
認 知 的 発 達 促 進 9
iS :±
6 9 6 8 8 7.9(0.81) 6.6 (1.43)
子 ども の 側面合計 28 18 1 9 1 6 24 198 1 6 16 21.7 (2.25) 18.8 (4.09)
令.図 の 明 確 さ 15 ll 1 3 1 0 15ll 10 ll
老壮 辞
I .葬 13.6 (1.45) 12.2 (2.36)
親 へ の 反 応 性 ll 7 6. 6 9 8 8 5 7 8.1 (1.29) 6.6 (2.01)
N C A S T総 得 点 76 57 55 69
∈≡琵
58 57 59 63.6 (3.02) 60.0 (5.93)
(整曲は障害児 の-1 S D以下)
千葉看会誌 V O L.9 No . 2 2003.12 ll
ようにな っ た ため , 食事時間が短縮しほぼ全量摂取で き
るよう にな っ た ｡
ケ ー ス 3 の児 は脳性まひ, 痩直性 四肢麻痔 の 1歳10
か月の 女児 であ っ た｡ 筋緊張が強く, 母親は毎日 の世話
に困難を感じて おり, 息児 の下に8 か月の 妹もい るが周
りの 人から育児の協力も得られにく い ため精神的負担が
大きか っ た ｡ 入園後は, 児 の食事摂取量が少なく体重も
増えな い こ とか ら, 母親は児がぐずると強引に口 に流 し
込み , い ら つ い た態度や言葉かけが頻繁に見られた ｡ ス
タ ッ フ看護師か ら, 児 に適 した食事量, 補食を与えすぎ
な い ことなどの 基本的な指導の ほか に, 児 の 食事摂取に
対する母親の 思 い を傾聴 し, 食事中の 母親の 言葉か けの
重要性, 食事中の児の 反応を母 へ 伝え理解を促すな ど,
研究者がケ ー ス 1, 2 に対 して 提案した援助指針のうち,
こ の事例にも適用できる内容を看護計画に取り込み実践
した ｡ しか し, 母親の 介助方法や態度に大きな変化は見
られなか っ た ｡ そ の 後, 研究者から母親に ビデオを用い
て援助を行 っ た ｡ 児 の 反り返りや咳き込みなどの 苦痛の
合図, 児 の 食 べ る意欲を示す合図, 母親 の 関わりに対 し
て児が反応 して い る場面などを用 い て , 指導指針の 内容
を具体的に示 した｡ 母親は ｢ 今まで は , (児が) 分か っ
て い な い と思 っ て い た が , (研究者か ら, 児 は) 声かけ
を分か っ て い ますよ と言われ て言葉かけするとよく食 べ
る し, 何 だ こうすれ ばよか っ た の かと分か っ た｣ と研究
者の援助によ っ て はじめ て母親自身の かかわりで児が変
化 した こ とに気 づき感想を述 べ た｡ また, 児 が ス ト ロ ー
飲 みを獲得で きた ことも重なり, 母親に自信と喜びが見
られ, 摂取量にと らわれず児の反応を見なが ら 一 口ず つ
丁寧に楽 しん で介助するようにな っ た｡
4 . 元 々 の母子相互作用が良好であ っ た事例 へ の看護援
助と母子の行動の変化
ケ ー ス 2 は, 超低出生体重児の 1歳8 か月児であ っ
た｡ 入園前から , 母親は児が未熟児で出生し, 体重が増
えな い こ とを話 し, 小食 で食事 にすぐに飽きて しま い ,
どう関われ ばよ い か わか らず困 っ て い る と訴えがあ っ
た｡ 入園前より医師 ･ ス タ ッ フ看護師より研究者に連携
があり, 入園してすぐに ビデオ撮影し, 母子の 行動に つ
い て研究者より臨床側に報告 した ｡ 児 は明確な笑顔も見
られず, 合図の不明瞭さや親 へ の 反応性の低さが特徴的
であ っ た｡ 介助食 べ を して い たが , 児 の 食 べ る意欲が強
く, 手 づ かみ食 べ の段階で あると判断された ｡ ス タ ッ フ
看護師も児の食事に つ い て手 づ かみ食 べ の段階と考えて
い たが , 食事中の ぐずりの 原因が アセ ス メ ント できず援
助の 効果を見出せずに い た ｡
研究者はビデオか ら, 母子相互作用と して は悪くな い
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が, 母親が児の 食 べ る意欲に気づ かず, 児が手を伸ばそ
うと して い た ス プ ー ン や食器を無言で どけて しま い , そ
の後に児の 強 い ぐずりの 合図が出るこ とに気 づ い て い な
い様子を観察で きた ｡
ケ ー ス 2 に対 して は , 研究者か らは母子の行動の特徴
と母親が見逃して い る合図を看護者が食事場面に付き添
い
,
一 緒 に読み取 っ て い く こ とな どの具体策を含めた援
助指針を提示し, 直接 の 援助は行わなか っ た ｡ ス タ ッ フ
看護師が看護計画を修正 し関わ っ た と こ ろ, 母親は児の
合図をすばやくキ ャ ッ チ し児の状況に合わせ て介助でき
るようになり, 言葉かけも自然にできるようにな っ た ｡
N C A STス コ アは援助後増加 し, 特に母親の児の 発達を
促進する 2 つ の サブ ス ケ ー ル の 得点の増加が大きか っ
た｡
ケ ー ス 4 は, 1歳4 か月の 滑脳症の 女児であ っ た ｡ 喉
頭気管気管支軟化症がありそれまで 経菅栄養中心で , 入
園を機に離乳前期食から経口摂取を開始した事例で , 母
親からは児の合図が分かりにく い と い う訴えがあ っ た｡
食事 に つ い て は作業療法士が関わ っ て い た が , 母親は
児 へ の 関わり方に つ い て教えて ほ し い と援助を希望され
た｡ 食事場面で は, 母親 の児 の 合図 へ の敏感さや ぐずり
へ の 対応は良好で, 言葉かけも多くあ っ たが , 漠然と し
て い た ｡ また, 児 の合図は不明瞭で , 口 の 動きが悪くな
り四肢 の動きが増 し, 泣きに至る場面がみ られたが , 四
肢の 動きは嬉 しい ときと拒否の合図と して の 両方で 出現
して い た ため, こ れ が母親の理解を阻んで い た ｡ ケ ー ス
4 につ い て は. 母親 の 希望が強く研究者が援助を行 い ,
援助指針が前の 3事例に提案 した こ ととほとん ど同様で
あ っ たため , すで に通常の看護に取り入れられ て い た部
分が多く , 看護計画の修正 な どは行われなか っ た｡ 研究
者による直接的な援助にお い て は, 母親に具体的な言葉
かけの方法を示 し, 児 の 合図, 特に四肢の動きに つ い て
母親と研究者の理解の すり合わせを行い , 対応を 一 緒 に
考えた｡ もともと ス タ ッ フ看護師は, 母子相互作用に問
題があるとは捉えて おらず, 母親の 関わり方や母子の や
りとりも良好で あ っ た ｡
ケ ー ス 5 は先天性筋ジス ト ロ フ ィ ー の 1歳8 か月児で
あ っ た ｡ 母親は入園の 目的を ｢ 自力摂取して ほし い , 水
分を コ ッ プ や ス トロ ー で 飲 ん で ほ し い｣ と希望して お
り, 入園当初から ス タ ッ フ看護師より児の 座位の 安定
を図り, 固定皿 の使用を勧め , 児 の合図を見やす い よう
に正面か ら援助するこ と, 児 が食事中汚 して もよ い よう
な工夫を提示し見守 っ て い た が , 母親は児の 食事介助に
集中できな い様子で , 児 が周囲を汚 したり母親の 思 い通
りに い かな い と い ら つ く様子がみられた｡ ス タ ッ フ看護
師がモ デ ル を示 したり, 児 の反応を伝えたり しながら食
事場面に付き添うと , 少 し落ち着 い て介助できるが , 全
般的には改善がみ られなか っ た ため, ス タ ッ フ看護師か
ら研究者による援助の必要性を伝えられた o ス タ ッ フ看
護師は, 児 に対する母親の態度や母親の気持ちを理解で
きず, 困難感を強く抱 い て い た｡ 母親 へ は , 退園直前に
一 度研究者によ る直接の援助を行い , 母親 に退園後の家
庭 における食事場面の ビデオ撮影を依頼 し, 評価 ･ 援助
を継続した ｡ 援助前の母子相互作用は , 児 の合図が不明
瞭であり, 笑顔, 泣きな どの表情や発声がほと んどない
こ とにより , N C A STの児 の側面の サ ブカテ ゴ リ ー 得点
が低 い の が特徴で あ っ た ｡ ビデ オによ る援助 で は, ｢お
母さん の よ い 関わりの 代表で す｡ ど こ がよ い か気 づ い
た こ とを教えて くださ い｣ と伝え, 母親が言葉か けを
して い る場面を見せ たが , ｢私は, 何も い い こ として い
な い ｡ い つ も自信が な い｣ と話 した ｡ また , 児 が母親の
腕をず っ と触 っ て い る場面では , 母親は児がそうして い
た こ とに気づ い て い な か っ た こ とに気 づ い た ｡ こ の 援助
で は, 研究者からは児の アタ ッ チ メ ント行動が額発 して
い ることを伝え, 母親が児の ぐずりの合図に つ い て はと
て もよく理解 して い る ことを確認 した ｡ 児が ス プ ー ン を
欲 しが っ て い る場面では , 母親は児の 食 べ た い 意欲や ス
プ ー ン に興味がある合図であるこ と を理解 して い たが ,
手 づ かみで食 べ させ る の は周圃を汚 し, 食器を割るので
したくない と話 した ｡ 1回目の 入園中は母子ともに体調
を崩 した期間があ っ た こ とと研究者が関わ っ た時期が退
園直前だ っ たため母子相互作用の 変化を捉えるこ とはで
きなか っ た が , 2 か月後に2回目 の 母子入園を予定 して
おり, 母親は研究者に対して 継続した関わりを希望 して
い た ｡
5 . 母親の ビデオ による援助に対する感想
援助終了後に母親は ｢今まで気づ かなか っ た こ とに気
づ い た｣, ｢こ の 子が私の こ とをよく見てい た の がわか っ
た ｡ 私の ほうがそ れに気づ い て い な か っ た みた い｣, ｢ど
う したらよ い かがは っ きり分か っ た｣, ｢ 食事に関する指
導を受けたこ とで, 子 どもと どう向き合えばよ い の か 関
わり方がわかり, 参考にな っ た｣ などビデ オを客観的に
見る ことによ っ て は じめ て気 づ い た こ と , 具体的な関わ
りかたが分か っ た こ とや援助に対する満足を示した｡
6. ス タ ッ フ看護師の意見
本研究の取り組み にお い て , 援助に最初の 事例から協
働 した看護師2名か らの 自由記載によ る意見を得た｡ 特
に 中心とな っ た看護師は ｢ 自分たちの援助に 限界を感
じ援助の 効果が 見出せ なか っ た事例に つ い て , 研究者
による ビデ オを用 い た援助は母親が自分を客観的に見 つ
めなおす機会とな っ た｡ 母親にと っ て 新鮮な気持ちで助
言を受け入れる ことが でき, 母親は食事場面にお い て 入
園の 目的を達成するこ と で , 食事場面以外の かかわりに
も生か し, 療育全体に つ い て あえて 見直してみ ようと い
う強力な動機付 けにな っ て い る｣ と記述した｡ また , ち
う1名は ｢ス タ ッ フ看護師にと っ て 困難な事例に つ い て
は , 2 か月間母親とかかわるなか で , 母親に対する感情
から抜け出せなくなり偏 っ た見方に陥る こ とがある ｡ そ
こ に研究者か らの 客観的な評価が入る ことで , 母親に対
する理解が修正され た｣ と記述した ｡
Ⅳ. 考 察
1 . 実践者と研究者の協働による母子相互作用の促進の
効果
1) 困難事例の 特徴と看護援助の効果
今回, 援助前の N C A S T が低か っ た 2事例は い ずれも
脳性まひ児 で あり, 脳性まひ の 病態と して の 筋緊張の
異常か ら生 じる反り返り, 未熟 パ タ ー ン (原始反射の残
杏) な どによる食 べ る機能の 障害によ っ て食事場面を中
心と した日常生活場面で の世話の 困難を生じやすい ｡ 健
康な子 どもの 育児 にお い て も, 母親は食事場面で 子 ど
もが食 べ物をこぼ したり投げるな どの行動やそ の ほか の
日常生活場面で , 叱 る, 叩く, わ ざと無視するなど の衝
動的感情をも つ こ とがある4)｡ し たが っ て脳性まひ児の
場合 , 母親の 困難感が特に増強する食事場面で はラ フな
タ ッ チ ン グ, 抱 っ こ や言葉かけと い っ た衝動的行動が生
じやす い と考えられる ｡ しか し, 脳性まひ児を育て る母
親の 中には, 児 の合図に敏感で ぐずりに良好に対応 して
い る事例も多く見受け, 母子相互作用の 阻害要因は子 ど
もの 合図の不明確さによると こ ろが大き い
5)
0
本研究の 援助前の N C A STス コ ア が低か っ た困難事例
に共通 して い た の は , 母親が子ども へ の 関わり方が分か
らず, ラ フな ハ ン ドリ ング自体がよ い こ とか悪 い こ とか
の判断もで きず, 母親自身か ら助けを求めるような言語
が強く表現されなか っ たと い う点である｡ よ っ て , 母親
の 困難感は高く援助の 必要性が高い にも関わらず, 実際
の母親の行動は粧暴 であり, ス タ ッ フ看護師は対応に困
難さを感じる の であろう｡ 元 々 の母子相互作用が良好で
あ っ た事例のうち, ケ ー ス 5も食事中に母親が い ら つ く
様子がみ られ , ｢ 自信が ない｣ と い う発言もあり, 前述
の事例と同様に母親の 関わり方の不理解があ っ たと考え
られる ｡
こ れ ら の 事例 に つ い て , 研究者は食事場面の ビデ オ
テ ー プか ら母子の 行動を注意深く観察する こ と で , 母
子相互作用の 特徴を把握 し, ビデオを用 い た直接的な援
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助を通 して 母親の良 い 関わりを支持 し, 児 の合図を 一 緒
に読み取り理解し, 母親が自分を客観視する ことを助 け
た｡ こ の援助で は, ビ デオ の視聴時, 研究者は母親が児
の行動に気 づき, 児の 合図の意味と適切な対応の理解を
促 し, そ れ によ っ て 母親の 関わりの全般的なム ー ドも変
化 し, 関わる喜びを表現するようにな っ た ｡
ス タ ッ フ看護師が 困難で あると感 じ て い たうちの こ
の 2事例は , 母親の 食事に関する困難感が強 い だけでな
く, 関わり方が分か らず児の世話の仕方が粗暴であ っ た
と いう特徴があり, 研究者の援助によ っ て , 児 の合図に
気 づき適切な関わり方を習得 して いく様子に寄り添うこ
と で , ス タ ッ フ看護師も, また母親 をより理解 できるよ
うになり, 日 々最も身近に い る看護者と して 母親と喜び
をともにする ことができたと言える ｡
母子相互作用の 促進 とい う視点自体 の有効性に つ い
て , 筆者はすで に報告 した 2)｡ 本研究にお い て も母親が
児の養育に不慣れである事例が多く入園してくる母子入
園で は , 母親が困難感を強く抱きやすい食事場面にお い
て母子相互作用を促進するこ とが, 養育全般の改善の ポ
イ ン トにな っ て い た｡
2) 元々 の 母子相互作用が良好で あ っ た事例の看護援助
元々 の 母子相互作用が良好で あ っ た事例に つ い て考察
する ｡ こ れ らの 事例に共通 して い る の は , 児 の合図の不
明瞭さと反応性の 低さはあるが, 頻度 の差はあるもの の
いずれも母親の 関わり方は質的には良好であり , 母親が
児の合図が読み取りにく い こ とを自覚 し, そ の 困難さを
表出して い た こと である ｡ ケ ー ス 2 は, 入園前より母親
の 食事介助に関する困難感が強く研究者が関わ っ た が ,
児 の発達段階に即 した介助方法をス タ ッ フ看護師の 日常
の 関わりの み で指導され , 入園してすぐに改善された ｡
また, ケ ー ス 4 は, や はり母親の希望により研究者が関
わ っ た が , ス タ ッ フ看護師の 視点か らは問題がな い とア
セ ス メ ン トされ て い た ｡ ケ ー ス 5 は, む し ろス タ ッ フ看
護師側が母子をアセ ス メ ン トしきれずに困難を抱 い て い
た事例と い える ｡
ケ ー ス 2, 4 につ い て は, 母親が 困難を抱い て い る内
容が具体的で あり, 特 にケ ー ス 2 の よう に母親の 関わ
る態度全般に問題がなく , 母親が児の 発達段階を理解す
れば改善が見込めるような場合は , 日常生活場面におけ
るス タ ッ フ看護師による モ デリ ングや助言が有効であろ
う｡ また , ケ ー ス 4 の ように母子相互作用は良好で あ っ
て も, 母親が児の合図の読み取りに不安を抱 い て い る場
合などは, ビ デオを用 い て客観的に児の合図を見る こと
が , 母親の 理解を助け不安を解消する ことに有効で あろ
う｡
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ケ ー ス 5 は, 主 に ス タ ッ フ看護師が母親の 態度や気
持ちを理解できず困難を抱き コ ン サ ル テ ー シ ョ ン があ っ
た事例で ある. こ の事例に研究者が関わり包括的な視点
が適用された こ と で , 看護者の 困難の 要因と して の 母親
の 理解が 明確となり援助の指針を立て 直すことが で きた
が , 研究期間中には, 母子相互作用の変化を捉えるまで
は至らなか っ た｡
2 . 実践者と研究者の協働による相互作用と相乗効果
1) 実践者側
看護師は, 研究者に よる母親 へ の ビデオを用い た直
接的な援助を, 母親に と っ て < 客観的に自分をみ る機
会>, <第三者 (い つ もの看護者以外の) か らの 助言J
t
し て の新鮮さ > と位置づ けて い た ｡ また , 母親が食事場
面にお い て 目的を達成する ことによ っ て , <他の 日常生
活場面を見直す動機付け> にな っ て い るとい う波及効果
も認識して いた ｡
さ らに, 母子入園にお い て24時間看護にあたる臨床の
ス タ ッ フ看護師は, 母親 の理解にお い て感情的に反応し
て しまうこ とがあり, そ の ときに提供される研究者の ア
セ ス メ ン トは, < 母親に対する理解の視点を広げ, ある
い は深め , 自 らの 理解を修正する材料> になると考えて
い た ｡ 母親から表現されな い 困難感を把撞 しきれな い状
況で , こ の ようなラ フな ハ ン ドリ ングを日常生活場面で
観察した ス タ ッ フ看護師は, 困惑し, 母親に対 してネガ
ティ ブな感情を抱くと考えられる｡ こ の よう に感情的に
反応 した場合, それを修正するには, 客観的な視点が必
要であり, 研究者か ら提示され た評価が ス タ ッ フ看護師
の 感情的反応を修正 したと考えられ る｡
2) 研究者側
研究者 は, 母子相互作用の 理論的枠組み に沿 っ て , 対
象 の母子相互作用の特徴を分析し, 援助指針を提示した
が , そ の 中 でも母親の 関わりに対する児の 反応を伝えた
り (代弁), モ デ リ ン グを示 したりと い う具体策は日常
生活場面 で繰り返 し行う ことが効果的であり, こ れを臨
床の ス タ ッ フ看護師に委譲で きた ことが援助指針の 達成
に大きく貢献 したと考える ｡
3. 研究の限界と今後の課題
本研究で は, 母子入園の ス タ ッ フ看護師は 4名の 少人
数チ ー ム で あり, 今回の協働が円滑に運んだ の も情報共
有するス タ ッ フ が少数で あ っ た こ とに由来するかもしれ
な い ｡ ス タ ッ フ数が多くなる場合には, 情報共有の タイ ム
ラグが生 じたり, ス タ ッ フ間 で の 動機付けの差な どもあ
り, 取り組みを統 一 して いく困難さが生 じる で あろう｡
また , 母子入園はチ ー ム ア プ ロ ー チ で取り組んで い る
プロ グラ ムであるが , 本研究では他職種との 情報共有の
影響や波及に つ い て は明らかに して い な い ｡ 看護職が専
門性を発揮して い くためには , 他職種と の協働が不可欠
であり, 今後は こう い っ た点にも焦点を当て て 取り組む
必要がある｡
Ⅴ . 結 語
こ の 実践は, 通常 の 看護援助 にお い て効果が見 られ
ない 事例に対 して, 研究者が母子相互作用の 理論的枠組
みを用 い てア セ ス メ ン トし, 援助仮説を立て , そ れを実
践者と研究者が協働 して実施し効果を見出してきたプロ
セ ス である｡ そ して, こ れ は実践者か ら, あ る い は研究
者か ら, そ れぞれ の単独の援助よりも困難事例の解決に
有効で あり, 臨床 の看護の 質を高めるもの であると考え
る｡
今後は, 事例を重ね看護援助の 洗練を図り, 乳幼児期
の障害児と母親の 母子相互作用を促進する看護モ デ ルを
構築 し, 臨床 の ス タ ッ フ看護師の看護技術を向上するよ
うな ス キ ル ア ッ ププロ グラ ムを開発することが必要であ
る｡
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